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今
回
ご
紹
介
す
る
加
入
事
業
所
は
、

松
戸
市
小
山
に
あ
る
小
麦
粉
製
造
業

の
高
橋
製
粉
株
式
会
社
で
す
。
創
業
か

ら
１
１
０
年
の
歴
史
あ
る
会
社
で
す
。

　

ま
だ
暑
さ
の
残
る
10
月
30
日
に
本

社
を
訪
問
し
、
髙
橋
一
公
社
長
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

髙橋 一公代表取締役社長

 創
業
以
来
、
常
に
積
極
的
な
設
備
投
資
を
行
い
最
新
鋭
の
機
器
の

導
入
を
続
け
る
老
舗
企
業
。

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
安
心
・
安
全
な
商
品
を
提
供
す
る
姿
勢

は
連
綿
と
受
け
継
が
れ
る
。

安
心・安
全
な
商
品
を
提
供
し
　

豊
か
な
食
生
活
の
実
現
を
目
指
す

　

高
橋
製
粉
は
明
治
40
年
５
月
に
ア
メ
リ
カ
ウ

ル
フ
社
よ
り
製
粉
機
一
式
を
輸
入
し
創
業
し
ま
し

た
。
昭
和
11
年
合
名
会
社
高
橋
製
粉
工
場
を
設

立
し
、
代
表
社
員
に
２
代
目
の
髙
橋
愛
典
氏
が
就

任
。
32
年
に
業
界
に
先
駆
け
て
ニ
ュ
ー
マ
シ
ス
テ

ム
を
採
用
。
ニ
ュ
ー
マ
シ
ス
テ
ム
と
は
空
気
輸
送

シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
小
麦
を
何
回
も
ロ
ー
ル

に
通
し
て
細
か
く
粉
砕
し
、
粉
砕
さ
れ
た
ス
ト
ッ

ク
を
、
そ
れ
ま
で
は
ベ
ル
ト
に
い
く
つ
も
バ
ケ
ツ

が
付
い
た
よ
う
な
バ
ケ
ッ
ト
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
上

の
階
に
上
げ
て
振
る
い
分
け
し
て
い
ま
し
た
が
、

空
気
を
使
っ
て
上
げ
る
の
で
生
産
能
力
が
向
上
し

ま
し
た
。
41
年
合
資
会
社
高
橋
製
粉
工
場
に
組
織

変
更
。
そ
の
後
、
原
料
保
管
サ
イ
ロ
新
設
、
増
資

お
よ
び
設
備
の
増
設
を
行
い
近
代
化
を
図
っ
て
い

き
ま
し
た
。
44
年
４
月
会
長
に
髙
橋
愛
典
氏
、
代

表
社
員
に
髙
橋
伸
好
氏
就
任
。
同
年
10
月
オ
ー

ト
パ
ッ
カ
ー
を
採
用
。
51
年
11
月
フ
ラ
ワ
ー
サ
イ

ロ
を
新
設
、
近
代
化
が
一
段
と
進
み
ま
し
た
。
54

年
ス
イ
ス
の
名
門
ビ
ュ
ー
ラ
ー
社
よ
り
最
新
鋭
機

器
を
導
入
し
た
新
工
場
完
成
。
55
年
試
験
室
を
改

築
し
新
鋭
試
験
機
器
導
入
。
56
年
12
月
製
品
倉

庫
新
設
。
57
年
６
月
ロ
ボ
ッ
ト
パ
レ
タ
イ
ザ
ー
設

置
、
と
次
々
に
合
理
化
を
進
め
ま
し
た
。
58
年
11

月
株
式
組
織
に
改
め
、
高
橋
製
粉
株
式
会
社
と
な

り
、
取
締
役
社
長
に
髙
橋
伸
好
氏
就
任
。
61
年

最
新
鋭
機
シ
フ
タ
ー
（
粉
を
ふ
る
う
機
械
）
２
台

導
入
。
63
年
６
月
代
表
取
締
役
会
長
に
髙
橋
伸

好
氏
、
代
表
取
締
社
長
に
髙
橋
一
晃
氏
就
任
。
平

成
に
入
り
、
ロ
ー
ル
機
５
台
更
新
、
小
麦
粉
５
号

倉
庫
新
設
、
小
麦
粉
製
品
開
袋
機
導
入
、
小
麦
ふ

す
ま
専
用
パ
レ
ッ
ト
積
み
上
げ
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
、

再
ふ
る
い
シ
フ
タ
ー
導
入
、
最
新
鋭
の
製
品
口
封

機
更
新
、
ピ
ュ
ー
リ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
２
機
更
新
、
原

料
加
水
ダ
ン
プ
ナ
ー
更
新
、
小
麦
粉
製
品
パ
レ
ッ

ト
を
完
全
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
化
、
オ
ー
ト

パ
ッ
カ
ー
２
機
更
新
と
積
極
的
な
設
備
投
資
を
行

い
最
新
鋭
機
器
を
導
入
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
19

年
創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
21
年
４
月
取
締
役

会
長
に
髙
橋
一
晃
氏
、
代
表
取
締
役
社
長
に
５
代

目
現
社
長
の
髙
橋
一
公
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
是
は
「“
精
根
敏
活
”
私
達
は
仕
事
に
対
し

て
精
力
と
根
気
を
も
っ
て
速
や
か
に
行
動
し
て
社

会
に
貢
献
し
ま
す
。」
経
営
方
針
・
経
営
理
念
は

「
安
全
で
安
心
の
商
品
と
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

迅
速
に
対
応
で
き
る
企
業
を
め
ざ
し
ま
す
。」
小

麦
粉
を
通
じ
て
、
高
品
質
を
第
一
に
よ
り
安
全
で

安
心
で
き
る
豊
か
な
食
生
活
の
実
現
を
目
指
し
、

様
々
な
用
途
で
使
え
る
よ
う
、
強
力
粉
か
ら
薄
力

粉
ま
で
特
徴
の
あ
る
製
品
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

製
粉
工
程
の
衛
生
管
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
異

物
混
入
を
防
ぐ
た
め
に
最
新
鋭
の
製
粉
工
場
に
準

じ
た
設
備
で
安
全
性
を
高
め
、
平
成
18
年
に
は
小

は
灰
分
約
０
・
５
％
の
も
の
で
食
用
と
な
り
、
三

等
粉
以
下
は
飼
料
用
に
な
り
ま
す
。
使
用
原
料
や

挽ひ

き
方
・
灰
分
の
比
率
に
こ
だ
わ
っ
た
１
０
０
万

通
り
以
上
の
製
品
の
中
か
ら
作
業
性
と
色
相
・
食

感
・
風
味
の
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
美
味
し
い
小
麦

粉
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
は
小
麦
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
頼
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
政
府
が
商
社
を
通
じ
て
輸
入
し

政
府
が
大
口
の
購
入
者
と
な
る
こ
と
で
安
定
的
に

小
麦
を
買
い
付
け
て
い
ま
す
。
高
橋
製
粉
で
は
ア

メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
小
麦
を

主
に
原
料
と
し
て
い
ま
す
。
強
力
粉
と
薄
力
粉
の

違
い
は
小
麦
の
種
類
に
よ
る
も
の
で
、
カ
ナ
ダ
に

近
い
寒
い
地
方
の
小
麦
は
パ
ン
や
ラ
ー
メ
ン
に
使

用
す
る
強
力
粉
の
原
料
に
な
り
、
暖
か
い
地
方
の

小
麦
は
薄
力
粉
の
原
料
と
な
り

ま
す
。
高
橋
製
粉
で
は
う
ど
ん
の

原
料
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
の
小

麦
で
す
が
、
こ
の
小
麦
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
政
府
と
日
本
政
府
、
そ

し
て
生
産
者
の
三
者
で
日
本
の
う

ど
ん
に
適
し
た
小
麦
を
共
同
開

発
し
て
い
ま
す
。
国
内
で
生
産
さ

れ
る
小
麦
は
流
通
量
全
体
の
約

15
％
で
主
に
う
ど
ん
・
和
菓
子
の

原
料
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年

で
は
パ
ン
・
ラ
ー
メ
ン
に
も
使
え

る
品
種
が
開
発
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
国
産
小
麦
の
70
％
は
北
海

道
産
で
、
畑
で
作
る
こ
と
が
望
ま

し
い
こ
と
か
ら
、
広
大
な
土
地
の

あ
る
北
海
道
で
主
に
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
特
に
力
を
注
い
で
い
る
の
は
、
中
華
麺
に

使
用
さ
れ
る
小
麦
粉
の
開
発
と
そ
れ
を
使
っ
た
中

華
料
理
の
分
野
で
す
。
毎
週
の
よ
う
に
試
作
と
試

食
を
繰
り
返
し
お
客
様
に
提
案
し
て
い
ま
す
。
ま

た
営
業
で
開
拓
し
て
い
る
自
家
製
麺
使
用
の
ラ
ー

メ
ン
店
に
は
要
望
を
聞
い
て
そ
の
店
特
有
の
専
用

粉
を
作
り
、
そ
の
店
の
店
名
が
入
っ
た
袋
に
入
れ

て
提
供
し
て
い
ま
す
。
小
麦
粉
は
一
袋
25
㎏
と
重

く
少
量
で
の
輸
送
は
運
賃
が
か
さ
む
た
め
、
顧
客

は
関
東
近
県
に
多
く
な
り
ま
す
が
、
関
東
近
県
、

特
に
東
京
に
ア
ク
セ
ス
の
良
い
千
葉
県
松
戸
市
に

工
場
の
あ
る
当
社
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

新
た
な
麦
政
策
大
綱
に
よ
り
、
国
産
小
麦
は

政
府
全
量
買
い
入
れ
か
ら
民
間
流
通
へ
移
行
と
な

っ
て
い
く
た
め
経
営
の
多
角
化
に
取
り
組
む
こ
と

の
必
要
性
が
考
え
ら
れ
て
い
た
同
じ
頃
、
先
代
が

製
麺
工
場
や
ラ
ー
メ
ン
店
経
営
を
考
え
実
際
に

事
業
を
始
め
る
時
に
は
現
社
長
ご
兄
弟
に
お
声

が
か
か
り
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
現

在
で
は
グ
ル
ー
プ
会
社
で
製
麺
工
場
を
建
設
し
、

そ
の
麺
を
提
供
で
き
る
ラ
ー
メ
ン
店
「
東
京
豚
骨

拉
麺
ば
ん
か
ら
」
を
柏
・
大
宮
に
、「
東
京
豚
骨

拉
麺
し
ゃ
か
り
き
」
を
松
戸
・
川
口
に
併
せ
て
４

店
舗
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
環
境
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
っ
た
と

こ
ろ
「
製
粉
業
は
排
水
や
排
煙
が
な
い
製
造
工
程

と
な
っ
て
お
り
、
環
境
に
優
し
い
工
場
と
い
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
目
の
前
の
浅
間
神
社

の
森
か
ら
大
量
の
落
葉
が
道
路
に
降
っ
て
く
る
の

を
毎
朝
当
社
の
ス
タ
ッ
フ
が
清
掃
す
る
こ
と
で
近

隣
の
人
た
ち
が
安
心
し
て
通
れ
る
よ
う
に
活
動
し

て
い
ま
す
。」
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
将
来

へ
の
展
望
と
し
て
は
、
小
麦
粉
が
市
場
に
流
通
す

る
よ
う
に
な
っ
て
お
よ
そ
１
２
０
年
な
の
で
、
ま

だ
ま
だ
新
し
い
食
文
化
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
『
新
し
い
食
の
創
造
』
に
取
り
組
ん
で

こ
の
製
粉
業
を
営
ん
で
い
き
た
い
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
今
後
は
塩
分
や
脂
分
を
気
に
し
な
い
で

誰
で
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
ラ
ー
メ
ン
の
開
発

を
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

毎
朝
全
員
で
ラ
ジ
オ
体
操
　
　
　

健
保
の
保
健
事
業
に
も
　
　
　
　

積
極
的
に
参
加

　

社
長
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

毎
年
の
健
康
診
断
と
人
間
ド
ッ
ク
（
昨
年
初
め
て

受
診
さ
れ
た
そ
う
で
す
）
で
身
体
の
状
態
を
確
認

さ
れ
、
食
事
で
は
塩
分
と
脂
分
に
気
を
付
け
る
よ

う
に
し
、
趣
味
の
ゴ
ル
フ
で
運
動
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
社
員
の
健
康
管
理
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

毎
朝
の
道
路
清
掃
後
の
朝
礼
で
、
全
員
で
ラ
ジ
オ

体
操
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
当
健
保
組

合
の
保
健
事
業
も
利
用
さ
れ
、
毎
年
１
回
の
健
診

と
社
内
ス
タ
ッ
フ
と
そ
の
家
族
全
員
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
今
後
と
も
当
健
保
組
合
の
保
健
事
業
を
ご
活

用
い
た
だ
き
、
健
康
維
持
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

◆　

◆　

◆

　

お
忙
し
い
中
、
髙
橋
社
長
に
は
長
時
間
に
わ
た

り
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
低
カ
ロ
リ
ー
で
美
味
し
い
ラ
ー

メ
ン
の
実
現
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

▲本社外観

■高橋製粉株式会社のホームページ
URL  http://www.takahashi-seifun.co.jp

高橋製粉㈱の最新鋭の機器と製品
麦
粉
物
流
の
完
全
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
化
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
商
品
開
発
を
し
な
が
ら
　

新
し
い
食
の
創
造
に
取
り
組
む

　

製
品
の
種
類
は
、
パ
ン
用
粉
、
中
華
麺
用
粉
、

う
ど
ん
用
粉
、
蕎
麦
つ
な
ぎ
粉
、
菓
子
用
粉
な
ど

幅
広
い
小
麦
粉
の
商
品
を
製
造
し
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
５
種
類
以
上
の
製
品
が
あ
り
ま
す
。
小
麦
粉

の
規
格
は
世
界
共
通
で
灰
分
（
カ
イ
ブ
ン
：
小
麦

粉
を
９
０
０
度
く
ら
い
で
熱
す
る
と
わ
ず
か
に
不

純
物
で
あ
る
灰
が
残
る
）
と
タ
ン
パ
ク
質
と
水
分

の
比
率
で
決
ま
り
ま
す
。
小
麦
を
製
粉
し
た
時
に

一
等
粉
・
二
等
粉
・
三
等
粉
・
四
等
粉
・
ふ
す
ま

が
で
き
、
一
等
粉
は
灰
分
約
０
・
３
％
・
二
等
粉
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